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2009 年 1月 7日 

 

札幌市、札幌市清田区と 

「まちづくりパートナー協定」を締結します 

― 文化と誇りあふれる札幌のまちづくりを応援 ― 

 
北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 社長：角野中原）は、

札幌市、並びに札幌市清田区と「まちづくりパートナー協定」を、２００９年１月８日（木）

に締結します。 

つきましては、下記のとおり調印セレモニーを行いますので、お知らせします。 
 
札幌市清田区に本社を置く当社は、企業市民として、かねてより札幌市の様々なイベント

の協力を行うほか、２００８年４月には札幌市円山動物園を舞台として、潤いのある 

環境文化都市の実現に向けた環境協働事業に関する協定を締結し、環境について楽しく

学べるカフェ「nature cafe EARTH（ネイチャーカフェ アース）」のオープンや、「北海

道の野生動物復元プロジェクト：オオワシ・プログラム」に参加しております。 

また、当社の工場は札幌市清田区にあることから、製品の「命」ともいえる大切な水

を育み守るための、環境保全活動や環境教育・環境啓発活動を清田区中心に推進してい

ます。 
 
これらの取り組みを包含するとともに、まちづくりのパートナーとして相互の更なる

連携と協力により、札幌市並びに清田区の一層の発展と飛躍を目指す協定を締結して、

事業活動を通じて継続的かつ幅広い分野で活動を推進していくものです。 
 
当社は、｢変化への挑戦～北の大地とともに～｣をスローガンに、環境保全活動を通じ

て、持続可能で、安全・安心な社会の実現を目指しております。 

これからも、次世代を担う子どもたちに、将来の地球の姿を考える場を提供することや、

安全で安心な地域づくりを応援する取り組みを、地元企業として、事業活動を通して継続

的に推進してまいります。 

記 

 

日 時：２００９年１月８日（木）１０：１５から 

場 所：清田区役所 ３階大会議室（札幌市清田区平岡１条１丁目） 

出席者：札幌市長 上田 文雄 

清田区長 石倉 昭男 

当  社 野 中原 

※ 調印式終了後、清田区役所１階ロビーにおいて、本協定に基づく取り組みとして、

電光掲示板付き自動販売機を活用した清田区からの情報発信事業『きよっち情報

ステーション』の点灯式を、三者により執り行います。 

ｎｅｗｓ ｒｅｌｅａｓｅ 
北海道ｺｶ･ｺｰﾗﾎﾞﾄﾘﾝｸﾞ株式会社 〔URL〕   http://www.hokkaido.ccbc.co.jp/ 

〒004-8588 札幌市清田区清田一条一丁目 2 番 1 号 
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◆ 協定内容 

① 札幌市との「さっぽろまちづくりパートナー協定」 

札幌市と、北海道コカ・コーラボトリング株式会社は、それぞれが有する資源を

有効に活用し、産官相互の連携と協力を基盤に、市民と一体となって、札幌市の一

層の発展と飛躍を目指し、共にまちづくりに取り組むパートナーとして次のとおり

協定を締結する。 

（目的） 

相互の連携を更に強化しながら、それぞれが有する機能を効果的に発揮するこ

とにより、市民の力みなぎる、文化と誇りあふれる札幌のまちづくりに寄与する

ことを目的とする。 

（連携の範囲） 

(1) 未来を担う子ども達が健やかに育つまちづくり 

(2) 安心・安全で誰もが健康に暮らせる、人と環境にやさしいまちづくり 

(3) 観光・文化・スポーツの振興を通じた、都市の魅力が輝くまちづくり 

(4) 地域の連携・協働を進めるまちづくり 

(5) その他両者の協議により決定した事項 
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② 札幌市清田区との「清田区まちづくりパートナー協定」 

札幌市清田区と、北海道コカ・コーラボトリング株式会社は、「さっぽろまちづ

くりパートナー協定」に基づき、それぞれが有する資源を有効に活用し、産官相互

の連携と協力を基盤に、札幌市清田区の一層の発展と飛躍を目指し、共にまちづく

りに取り組むパートナーとして次のとおり協定を締結する。 

（目的） 

相互の連携を更に強化しながら、それぞれが有する機能を効果的に発揮するこ

とにより、札幌市清田区の恵まれた自然を大切にし、ふれあい、ゆとり、やすら

ぎのある「きよたのまちづくり」に寄与することを目的とする。 

（連携の範囲） 

(1) 緑あふれる美しいまちづくり  

(2) 健やかに暮らせる安全なまちづくり 

(3) 豊かな心と文化を育むまちづくり 

(4) 楽しさと利便性のあるまちづくり 

(5) 未来を創造する若々しいまちづくり 

(6) その他両者の協議により決定した事項 

※ 当協定に基づく具体的な取り組みの一つとして、当社が所有する「電光掲示板

付き自動販売機」を活用して、清田区から区政情報・地域情報・防災情報などを

提供するほか、災害時には清田区の判断で、機内在庫飲料を無料で提供する  

『きよっち情報ステーション』を、同日より運用開始します。 
 
≪『きよっち情報ステーション』の設置先≫ 

・清田区役所 １階ロビー 

・清田区民センター 

・里塚・美しが丘地区センター 
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◆ ご参考 

当社の主な取り組み 

１．環境への取り組み 

① 「ジョージア サントスプレミアム 北海道限定デザイン缶」の売上金の一部を

販売数に応じて北海道の自然保護活動に寄附することについて、2007年10月17日

北海道と締結し、2008年は年間12,079,905円を寄附しました。「お買い上げいた

だいたお客さま一人ひとりのお気持ち」を具現化するものとして、北海道の自然

保護活動を継続的に推進し、自然と共生する地域作りを応援しています。 

② 斜里町及び羅臼町と協定を締結し、知床地域内に設置した全ての当社自動販売

機の売上金の一部を協賛することで、知床世界自然遺産地域の環境保全活動を地

域の皆様とともに推進しています。 

③ 環境配慮企業を目指す当社札幌工場では、廃棄物を全てリサイクル処理する

「ゼロエミッション」を2000年から継続しているほか、ボイラーの天然ガス化に

早くから取り組んでいます。 

２．地域との取り組み 

① 北海道との協働の取り組みとして、2006年７月に「子どもの安全を見守る運動」

を北海道にご提案し、官民一体となった道民運動を展開しています。 

② 2006年12月には、「災害時における飲料の供給等防災に関する協力協定」を締

結し、災害時における飲料の提供はもとより、平常時から防災意識の高揚による

地域防災力強化を図るさまざまな協力活動を、各自治体との協働で取り組んでい

ます。 

③ 自治体、及び国土交通省北海道開発局との協定に基づいて、「道の駅」では、

電光掲示板付き自動販売機機を利用して、道路利用者や地域住民に対して、道路

情報や災害情報、地域のイベント情報を発信しています。 

④ 安全・安心な街づくりを目指して、北海道警察との協働事業「防犯ほっとイン

フォメーション」2007年3月にスタート。電光掲示板付き自動販売機を活用して、

警察署からの事件情報や防犯啓発に関する呼びかけなどの情報を発信する取り

組みを、札幌市内を中心に展開しています。 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

広報・ＣＳＲ推進部 広報課 

TEL 011-888-2091 

 


